
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和08年05月18日

計画の名称 魅力・賑わいの創出と地域活性化の拠点となる公園づくり『くるめ』

計画の期間   令和０３年度 ～   令和０７年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 久留米市

計画の目標 本市では久留米市都市計画マスタープランに基づき、「利用しやすく愛着の持てる公園施設の整備・改善を進める」を基本方針に、憩い・レクリエーションの場として、多くの市民の方に利用していただくため、都市公園の整備、改修を進める。

また、「久留米市緑の基本計画2018」では、都市の緑とオープンスペースの有効活用を図るため、基本方針の1つに「安全・快適な水緑花の管理運営」を設定しており、官民が連携した公園施設の整備・運営を行うことで、公園施設の整備・

管理運営費の削減を図りつつ、市民サービスの向上を進め、魅力と賑わいを創出する公園づくりを目指す。

更に、「久留米市緑の基本計画2018」では、高齢者や子ども等、誰もが安全・快適に過ごせるように、基本方針の1つに「成熟都市の実現に向けた公園緑地等の水緑花の再生」を設定しており、都市公園のストックを活かし、地元との合意形成

を図りながら都市公園の機能分担を行うことにより、子育て支援等の多様なニーズや防災等に対応できる魅力的な公園とすることで、地域活性化につながる公園づくりを目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 153  Ａ                 153  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（R３当初） （R５末） （R７末）

   1 市民意識調査による『公園や広場の整備・充実』の項目の満足度を６０．７％（R２）から６２．７％（R７）に上昇

久留米市に在住する満２０歳以上の市民を住民基本台帳から無作為に抽出し、満足度を調査する。 61％ 62％ 63％

   2 中央公園・合川緑地周辺エリアの公園でのイベント回数を４７回（R２）から７１回（R７）に増加

中央公園・合川緑地周辺エリアの公園全体におけるイベント開催回数を集計する。 47回 59回 71回

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000766782



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R03 R04 R05 R06 R07 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-001

公園 一般 久留米市 直接 久留米市 － － 官民連携型賑わい拠点創

出事業（中央公園）

特定公園施設整備の負担金　

0.90ha

久留米市  ■          54 －

A12-002

公園 一般 久留米市 直接 久留米市 － － 官民連携型賑わい拠点創

出事業（合川緑地）

特定公園施設整備の負担金　

0.50ha

久留米市  ■           9 －

A12-003

公園 一般 久留米市 直接 久留米市 － － 久留米市都市公園ストッ

ク再編事業

公園再編再整備　６箇所 久留米市  ■  ■  ■          90 －

 小計         153

合計         153
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事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

市民意識調査による『公園や広場の整備・充実』の満足度を整理し、分析する。イベ
ント開催回数は、該当エリアの公園におけるイベント実施回数を抽出し、分析する。

事後評価の実施体制

0000766782案件番号：

令和7年5月11日～令和7年5月15日

ホームページ及び閲覧

・『公園や広場の整備・充実』に関するの市民の満足度指標は、令和５年度に58.3％まで落ち込んだものの、令和６年度に58.5
％、令和７年度は59.2％に回復したが、目標値の62.7％には届かなかった。
・計画期間の前半は、新型コロナウイルス感染症による活動自粛等により、イベント開催数の目標値を大きく下回った。令和４
年７月に中央公園においてPark-PFI制度を活用した公募対象公園施設等を供用した。事業者によるイベント実施や施設の認知度
向上、コロナ終息後の社会活動の再開などにより、イベントの開催が増え、公園の賑わいが創出された。

・公募対象公園施設（カフェ棟）や特定公園施設（駐車場、トイレ、駐輪場）の整備により、公園利用者の利便性が向上した
・公園周辺のまちづくり協議会と連携したイベント開催により、地域との連携が強化された。
・イベント以外でも新たな団体や市民による平日などの日常利用が増加した。

　近年は長引く猛暑により特に夏場の公園利用が少なくなっている。また、子育て世代からは魅力的な遊具等のある公園整備に関するニーズが高い。暑さ・寒さ・雨
などの気象状況に左右されにくい屋内施設の特徴を活かし、公募対象公園施設を有効に利活用されるような、魅力ある公園空間の提供を事業者とともに創出していく
。また、公園内の複数の施設管理者との連携や施設老朽化等に柔軟に対応しながら、継続的で効果的な運営に民間事業者と取り組む



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

市民意識調査による『公園や広場の整備・充実』に関する満足度

最　終
目標値
63％

『公園や広場の整備・充実』に関するの市民の満足度指標は、令和５年度に58.3％まで落ち込んだ。アフターコロナの社会活動再開などによ

り、公園や広場を利活用する機会が増えたことで令和６年度に58.5％、令和７年度は59.2％に回復したが、目標値の62.7％には届かなかった

。

最　終
59％

実績値

 2

中央公園・合川緑地周辺エリアの公園でのイベント開催回数

最　終
目標値
71回

新型コロナウイルス感染症による活動自粛等により、イベント開催回数は令和３年度は３０回、令和４年度は３４回となり、当初現況値の４

７回を大きく下回った。令和５年度以降は、感染症の流行が落ち着き、年々イベント回数が増加し、令和７年度は最終目標値の７１回と同等

の６８回のイベントが開催された。

最　終
68回

実績値
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（参考図面）　魅力・賑わいの創出と地域活性化の拠点となる公園づくり『くるめ』

A3 久留米市都市公園ストック再編事業

A１ 官民連携型賑わい拠点創出事業 （中央公園）

A２ 官民連携型賑わい拠点創出事業 （合川緑地）


